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13　吉原重美：乳幼児喘息とウイルス感染．第12回小児気管支喘息研究会　大阪　2016,３.
14　市川剛，市川純子，吉田彩子，小山さとみ，志村直人，有阪治：食行動異常を合併した１

型糖尿病の２症例．第13回日本小児栄養研究会　東京　2016,３.
15　國分文香，石井純平，有賀信一郎，宮本健志，坪井龍生，新田晃久，萩澤進，鈴村宏，有

阪治：心房中隔欠損症に肺動脈性肺高血圧症を合併したが心内修復術を施行せず内科的治
療のみで生存している13トリソミーの14歳男子例．第137回日本小児科学会栃木県地方会 
壬生　2016,３.

16　小川美織，福島啓太郎，奥谷真由子，安藤裕輔，新田晃久，佐藤雄也，黒澤秀光，有阪
治：診断までに半年前後経過した多臓器型ランゲルハンス細胞組織球症の２例．第137回日
本小児科学会栃木県地方会　壬生　2016,３.

17　渡部功之，市川純子，斉藤祥子，有賀信一郎，久松聖人，栗林良多，坪井弥生，今高城治，
鈴村宏，有阪治：当院に入院した先天性筋強直性筋ジストロフィー10例の経過．第137回
日本小児科学会栃木県地方会　壬生　2016,３.

18　鈴村宏，今高城治，有阪治：遺伝カウンセリングを必要とした染色体異常症例について．
第137回日本小児科学会栃木県地方会　壬生　2016,３.

19　市川純子，市川剛，坪井弥生，小山さとみ，鈴村宏，有阪治：遷延性低血糖と小陰茎を契
機に診断のついた複合型下垂体機能低下症の男児例．第137回日本小児科学会栃木県地方
会　壬生　2016,３.

20　宮本健志，國分文香，石井純平，有賀信一郎，今高城治，坪井龍生，有阪治，上嶋亨，井
上晃男：Wide QRS tachycardia を認め，ベラパミル感受性心室頻拍と鑑別を要した心室
内変行伝導を伴う潜在性 WPW 症候群による房室回帰性頻拍の男子例．栃木循環器病研
究会　宇都宮　2016,４.

21　小山さとみ，伏間江真由美，井上恭兵，片岡貴昭，田村雅人，吉田真：バセドウ病治療中
に糖尿病性ケトアシドーシスを呈した多腺性自己免疫症候群３型の１例．第89回日本内分泌
学会　京都　2016,４.

22　杉田憲一，沼田道生，平尾準一，渡部弥栄子，佐藤雄也，黒澤秀光，有阪治：「こころの
診療外来」における転換性障害例の特徴と経過．第119回日本小児科学会　札幌　2016,５.

23　加藤正也，吉原重美，田村元子，福田啓伸，有阪治：小児の小麦依存性運動誘発アナフィ
ラキシーにおけるアレルゲンコンポーネントの検討．第119回日本小児科学会　札幌　
2016,５.

24　中山元子，吉原重美，安藤裕輔，福田啓伸，有阪治：小児の小麦アレルギーにおける小麦
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アレルゲンコンポーネント特異的IgE抗体測定の意義．第119回日本小児科学会　札幌　
2016,５.

25　福田啓伸，吉原重美，田村元子，菅野訓子，有阪治，池田政典，福田典正，乳幼児 SFC 
研究グループ：乳幼児喘息に対する SFC の有用性の検討．第119回日本小児科学会　札幌 
2016,５.

26　伏間江真由美，井上恭兵，片岡貴昭，田村雅人，吉田真，小山さとみ：バセドウ病治療中
に糖尿病性ケトアシドーシスを呈した多腺性自己免疫症候群３型の１例．第119回日本小児
科学会　札幌　2016,５.

27　吉田彩子，志村直人，小山さとみ，有阪治：先天性副腎皮質過形成症に１型糖尿病が発症し，
大量ステロイド薬使用時の血糖調節に難渋した１例．第59回日本糖尿病学会　京都　2016,５.

28　吉原重美：遷延性咳嗽の治療ストラテジー～小児の咳嗽診療ガイドラインを踏まえて～．
第33回栃木県小児科医会学術講演会　宇都宮　2016,５.

29　福島啓太郎：小児血液・がん患者におけるRSウイルス感染症とその対策．RSV Japan 
Global Experts’ Meeting 2016　東京　2016,6.

30　小山さとみ：子どもの成長障害−早期発見のポイント−．学校保健・保健活動セミナー　
宇都宮　2016,６.

31　栗林良多：NICU 退院児における在宅酸素療法の現状　導入と中止のタイミング　第11回
栃木県在宅呼吸ケア研究会　宇都宮　2016,６.

32　今高城治：急性脳症．第58回日本小児神経学会総会　新宿　2016,６.
33　小山さとみ：内分泌疾患−代表的疾患の診断について−．平成28年度第１回栃木県小児慢

性特定疾病指定医研修会　宇都宮　2016,６.
34　吉原重美，相良博典：ウイルス感染と気管支喘息．第65回日本アレルギー学会　東京　

2016,６.
35　菅井和子，木村博一，宮地裕美子，池田政憲，吉原重美，岡山吉道：ウィルス感染と小児

気管支喘息の発症・予防．第65回日本アレルギー学会　東京　2016,6.
36　中山元子，吉原重美，安藤裕輔，加藤正也，福田啓伸，有阪治：小児小麦依存性運動誘

発アナフィラキシーの感作コンポーネント　第２報．第65回日本アレルギー学会　東京　
2016,６.

37　福田典正，吉原重美：食物アレルギー講習会参加前後の保育園職員，園長，学校教職員の
意識変化の比較検討　第65回日本アレルギー学会　東京　2016,６.

38　福田啓伸，吉原重美，田村元子，加藤正也，安藤裕輔，有阪治：食物アレルギー(小麦，
大麦，FDEIAn）小麦特異的IgE検査の臨床的偽陽性に関する検討．第65回日本アレルギー
学会 東京　2016,６.

39　小野学，伊藤浩明，赤澤晃，今井孝成，亀田誠，笹本和弘，吉原重美，海老澤元宏：アナ
フィラキシー　治療・管理 アドレナリン自己注射器使用症例の集積調査．第65回日本ア
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レルギー学会　東京　2016,６.
40　吉原重美：アレルギー性鼻炎・アレルギー性結膜炎・その他のアレルギー．平成28年度小

児アレルギー疾患エディケーター基礎研修会，日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会　
東京　2016,６.

41　Palomares O，Bousquet J，相良博典，吉原重美，松本久子：重症喘息における抗体製剤
の現状と今後，パネルディスカッション．IgE eXpert SUMMIT japan　東京　2016,６.

42　杉田憲一，平尾準一，有阪治 ：体重減少で「こころの外来」を受診した小児の病態．−特に，
神経性やせ症/神経性無食欲症以外での検討−．第63回日本小児保健協会学術集会　大宮 
2016,６.

43　市川剛：肥満．平成28年度栃木県小児保健会　宇都宮　2016,７.
44　福島啓太郎：病弱児特別支援学級と医療−小児がん−．平成28年度栃木県小児保健会　宇

都宮　2016,７.
45　宮本健志，石井純平，有賀信一郎，国分文香，坪井龍生，有阪治：急性期に冠動脈拡張病

変を合併する川崎病における赤血球容積粒度分布幅(RDW：red cell distribution width）
の臨床的意義．第52回日本小児循環器学会　東京　2016,７.

46　石井純平，有賀信一郎，國分文香，宮本健志，坪井龍生，有阪治：長期シクロスポリン持
続静注を要する川崎病を合併した PFAPA 症候群の男児例．第52回日本小児循環器学会 
東京　2016,７.

47　有賀信一郎，石井純平，國分文香，宮本健志，坪井龍生，有阪治：３週間の発熱，頸部リ
ンパ節腫脹，頸部リンパ節炎，皮疹の経過中に，心エコー図検査で冠動脈瘤が発見された
２ヵ月の乳児重症不全型川崎病例．第52回日本小児循環器学会　東京　2016,７.

48　國分文香，石井純平，有賀信一郎，宮本健志，坪井龍生，鈴村宏，有阪治：内科的治療で
経過観察している心房中隔欠損症，重症肺動脈性肺血圧症の13トリソミーの14歳男子．第
52回日本小児循環器学会　東京　2016,７.

49　佐藤雄也：X連鎖リンパ増殖症候群２型の男児例．第13回栃木小児血液腫瘍懇話会　宇都
宮　2016,７.

50　吉原重美：ウイルス感染の気管支喘息への影響．第33回日本小児難治喘息・アレルギー疾
患学会　仙台　2016,７.

51　安藤裕輔，吉原重美，福田啓伸，宮本学，加藤正也，田村元子，有阪治：当科におけるエ
ピペンⓇ誤注射２症例の検討．第33回日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会　仙台　2016,
７.

52　玉村尚子，齊藤克枝，池内寛子，中田智子，飯田悦子，川田容子，井上ひとみ，福田啓伸，
吉原重美 ：食物アレルギー教室を受講する保護者の受講前後および２か月後の不安の変化．
第33回日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会　仙台　2016,７.

53　吉原重美：栃木県学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル2016の活用のポイント．栃
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木県小児アレルギーフォーラム2016　宇都宮　2016,７.
54　吉原重美：気管支喘息の最近の話題．第13回山形小児アレルギー研究会　山形　2016,７.
55　宮本学，吉原重美，中山元子，加藤正也，安藤裕輔，福田啓伸，有阪治 ： アナフィラキシー

に対しアドレナリン自己注射薬を使用した９症例の検討．第138回日本小児科学会栃木県地
方会　宇都宮　2016,７.

56　加藤正也，安藤裕輔，小川美織，渡部あずさ，福田啓伸，市川剛，永井爽，佐藤雄也，福
島啓太郎，黒澤秀光，有阪治：腹痛を主訴とした脊髄硬膜外腫瘍(Burkittリンパ腫）の３
歳女児．第138回日本小児科学会栃木県地方会　宇都宮　2016,７.

57　杉田憲一，平尾準一，渡部功之，有阪治：行動異常を示す小児への抗精神薬投与の効果． 
第138回日本小児科学会栃木県地方会　宇都宮　2016,７.

58　吉原重美：感染と喘息(小児）「喘息管理における現状の課題と今後の展望」．第36回六甲
カンファレンス　京都　2016,７.

59　市川純子，栗林良多，渡部功之, 坪井弥生，鈴村宏，有阪治：ICU に入院した先天性筋強
直性ジストロフィー10例の経過と問題点．第52回日本周産期・新生児医学会　富山　2016,７.

60　鷹木雄飛，谷有希子，岡本健太郎，松寺翔太郎，渡邊峻，山口岳史，荻野恵，土岡丘，栗
林良多，渡部功之，坪井弥生，鈴村宏，加藤広行：退院後に肺高血圧が再燃した重症先天
性横隔膜ヘルニアの１例．第52回日本周産期・新生児医学会　富山　2016,７.

61　鈴村宏，有阪治：NICU 退院後に先天異常疾患の診断に至った極低出生体重児．第52回日
本周産期・新生児医学会　富山　2016,７.

62　多田和美，宮下進，鈴村宏，深澤一雄：当院で35週以降に出生した2100g以上2500g未満
児の転帰．第52回日本周産期・新生児医学会　富山　2016,７.

63　田中慎一朗，市川純子，栗林良多，渡部功之，坪井弥生，鈴村宏，有阪治：健診未受診妊
婦から出生し NICU へ入院となった児の検討．第52回日本周産期・新生児医学会　富山 
2016,７.

64　谷有希子，岡本健太郎，松寺翔太郎，渡邊峻，山口岳史，荻野恵，土岡丘，栗林良多，渡
部功之，坪井弥生，鈴村宏，加藤広行：消化管穿孔に対し外科的治療を行った極低出生体
重児の治療成績．第52回日本周産期・新生児医学会　富山　2016,７.

65　栗林良多，田中慎一朗，市川純子，渡部功之，坪井弥生，鈴村宏，有阪治：NICU 退院児
の在宅酸素療法の導入と中止のタイミング．第52回日本周産期・新生児医学会　富山　
2016,７.

66　吉原重美：小児のアレルギー性鼻炎における治療のトピックス．第20回宇都宮市耳鼻科カ
ンファレンス　宇都宮　2016,８.

67　吉原重美：遷延性咳嗽の治療ストラテジー～小児の咳嗽診療ガイドラインを踏まえて～． 
第38回中越小児感染症カンファレンス　長岡　2016,９.

68　福田啓伸，吉原重美，中山元子，有阪治，池田政憲，福田典正，辻徹郎，長谷川俊史，菅
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野訓子：乳幼児喘息に対する SFC の有用性と安全性．第26回国際喘息学会日本・北アジ
ア部会　福岡　2016,９.

69　宮本健志，渡部功之，松橋論宜，有阪治，石光俊彦：運動制限の指導に苦慮している家族
性 QT 延長症候群２型の男子例．第21回日本小児心電学会　名古屋　2016,９.

70　吉原重美：乳幼児喘息の治療戦略～ガイドライン2017年改定に向けて～．第22回みなと小
児疾患研究会　横浜　2016,９.

71　宮本健志，石井純平，佐久間理吏，黒澤秀光，平尾準一，有阪治：川崎病罹患後に片側の
高度狭窄病変を伴う両側冠動脈瘤を合併した14歳男子：成人移行期の治療法選択，内服指
導の問題について．第36回日本川崎病学会　横浜　2016,９.

72　吉原重美：アレルギー疾患の予防・早期介入 小児気管支喘息の早期介入．第53回日本小
児アレルギー学会　前橋　2016,10.

73　西田光宏，矢島周平，犬塚祐介，松永真由美，吉原重美：呼吸機能検査 呼気 NO (eNO)
と呼吸機能と特異的 IgE を指標とした喘息 phenotype の検討．第53回日本小児アレルギー
学会　前橋　2016,10.

74　中山元子，吉原重美，福田啓伸，宮本学，安藤裕輔，加藤正也，有阪治，丸山伸之，Lidholm 
j：食物アレルギー　検査・経口免疫療法 モモによる食物依存性運動誘発アナフィラキシー
患児のアレルゲンコンポーネント．第53回日本小児アレルギー学会　前橋　2016,10.

75　福田典正，吉原重美：栃木県における食物経口負荷試験の実施状況についての検討．第53
回日本小児アレルギー学会　前橋　2016,10.

76　吉原重美：アレルゲン免疫療法の展望．第53回日本小児アレルギー学会　前橋　2016,10.
77　福田啓伸，吉原重美：食物依存性運動誘発アナフィラキシーの診断におけるアレルゲンコ

ンポーネントの有用性．第53回日本小児アレルギー学会　前橋　2016,10.
78　福田啓伸，吉原重美，中山元子，加藤正也，安藤裕輔，宮本学，有阪治，丸山伸之：小麦

依存性運動誘発アナフィラキシーの感作アレルゲンコンポーネント．第53回日本小児アレ
ルギー学会　前橋　2016,10.

79　西田光宏，矢島周平，犬塚祐介，松永真由美，吉原重美：呼気 NO (eNO) が高値を示す２
つの喘息Phenotypeの比較検討・第53回日本小児アレルギー学会　前橋　2016,10.

80　加藤正也，吉原重美，安藤裕輔，宮本学，中山元子，福田啓伸，有阪治：ハンノキ花粉感
作と花粉関連食物アレルギー症候群(PFS）発症との関連性．第53回日本小児アレルギー
学会　前橋　2016,10.

81　安藤裕輔，吉原重美，加藤正也，中山元子，宮本学，福田啓伸，有阪治：小児における花
粉関連食物アレルギー症候群(PFS）22例の検討．第53回日本小児アレルギー学会　前橋 
2016,10.

82　宮本学，吉原重美，福田啓伸，中山元子，加藤正也，安藤裕輔，阿部利夫，有阪治：当院
におけるアドレナリン自己注射薬処方135症例の検討．第53回日本小児アレルギー学会　
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前橋　2016,10.
83　菅井和子，木村博一，宮地裕美子，池田政憲，吉原重美，岡山吉道：ウィルス感染と喘息

の架け橋 小児喘息発症とMIP-1α．第53回日本小児アレルギー学会　前橋　2016,10.
84　小山さとみ，細田愛，市川純子，市川剛，吉田真，堀尚明，有阪治：萎縮性甲状腺炎３症

例の経過−早期診断における成長曲線の有用性について−．第29回栃木県子どもの成長を
かんがえるフォーラム　宇都宮　2016,10.

85　宮本健志，永井爽，石井純平，有賀信一郎，奥谷真由子，坪井龍生，福島啓太郎，平尾準
一，黒澤秀光，有阪治：心筋炎を合併した川崎病の１例．第14回栃木川崎病研究会　宇都
宮　2016,10.

86　宮本健志，吉原重美，黒澤秀光，有阪治：先天性心疾患の疾患別の三尖弁輪収縮期移動距
離の検討．第２回日本小児超音波学会　埼玉　2016,10.

87　吉原重美：小児感染症の最近の話題と近未来予想．栃木県小児科医会学術講演会　宇都宮 
2016,10.

88　小山さとみ：低身長の鑑別診断−症例を中心に−．第13回連携小児科診療研究会　壬生　
2016,10.

89　宮本学，吉原重美，有阪治，渡辺直人，荒井一徳，牧野荘平：県庁所在地所在の県立高校
生の飲食店・商業施設における受動喫煙(SHS）実態調査結果．第49回日本小児呼吸器学
会　富山　2016,10.

90　福田啓伸，吉原重美，有阪治，渡辺直人，荒井一徳，牧野荘平 ： 県庁所在地所在の県立高
校生の娯楽施設・公共施設等における受動喫煙(SHS）実態調査結果．第49回日本小児呼
吸器学会　富山　2016,10.

91　加藤正也，吉原重美，小川美織，中山元子，渡部あずさ，福田啓伸，新田晃久，有阪治 ： 
High Flow Nasal Cannula (HFNC） が有効と考えられた重症クループ症候群の５か月男児．
第49回日本小児呼吸器学会　富山　2016,10.

92　中山元子，宮本健志，永井爽，吉原重美，有阪治，齋藤豊，林健太郎，横山達也，神津成
紀，小野一之：インフルエンザBに合併した鋳型気管支炎による重症呼吸不全の１例．第
49回日本小児呼吸器学会　富山　2016,10.

93　西田光宏，犬塚祐介，松永真由美，吉原重美：喘息 Phenotype の呼吸機能と Biomaker  
の関連性の検討．第49回日本小児呼吸器学会　富山　2016,10.

94　吉原重美：気道ウイルス感染と喘息の最近の話題．第49回日本小児呼吸器学会　富山 
2016,10.

95　吉原重美：重症喘息の治療戦略−エビデンスの Up to Date−．IgE eXpert SUMMIT Japan 
for pediatrics　東京　2016,11.

96　吉原重美：学校(園）における食物アレルギー・アナフィラキシーの現状とその対応．北
海道医師会主催　平成28年度食物アレルギーに関する学校医等対象研修会　函館　2016, 
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11.
97　福田啓伸，吉原重美，宮本学，安藤裕輔，加藤正也，中山元子，山崎弦，坪井龍生，前田

貢作，有阪治：手術不要であった ring-sling complex の10歳女児例．第139回日本小児科
学会栃木県地方会　下野　2016,11.

98　鈴木亮子，宮本学，永井爽，有賀信一郎，栗林良多，渡部功之，坪井弥生，鈴村宏，有阪
治：高インスリン性低血糖症に対するジアゾキシド投与の効果と副作用．第139回日本小
児科学会栃木県地方会　下野　2016,11.

99　山﨑弦，今高城治，東野怜奈，橋本富美湖，岩本良子，御子貝恭子，鈴木大作，下田春美
他：当院における医療ソーシャルワーカー(MSW）の活動状況報告−平成26・27年度−．
第139回日本小児科学会栃木県地方会　下野　2016,11.

100 吉田彩子，影山さち子，増田典弘，滝田純子，平尾準一，有阪治：当院において胃瘻造設
術を施行された症例の検討．第139回日本小児科学会栃木県地方会：下野　2016,11.

101 小山さとみ，市川純子，市川剛，西連地利巳，有阪治：血清25水酸化ビタミン D 低値は中
１男子において肥満，動脈硬化形成性と関連する．第50回日本小児内分泌学会　東京　
2016,11.

102 栗林良多，渡部功之，坪井弥生，西連地利己，鈴村宏，黒澤秀光，有阪治：極低出生体
重児における尿 NGAL を用いた急性腎障害の予測の検討．第44回獨協医学会　壬生　
2016,12

103 吉原重美：ウイルス性喘息のトピックス．第14回よこあみ小児科懇話会　東京　2016,12.
104 森尚子，福島啓太郎，加藤陽子，新小田雄一，大曽根眞也，嘉数真理子，佐野弘純，篠田

邦大，矢野道広，真部淳，足立壮一：本邦における小児緩和ケア提供体制の現状と課題−
JPLSG 施設調査より−．第58回日本小児血液・がん学会　東京　2016,12.

105 加藤陽子，福島啓太郎，新小田雄一，森尚子，大曽根眞也，嘉数真理子，佐野弘純，篠田
邦大，矢野道広，真部淳，足立壮一：本邦における小児がん患児に対する疼痛管理の現状
と課題−JPLSG施設調査−．第58回日本小児血液・がん学会　東京　2016,12.

106 佐藤雄也，小山さとみ，永井爽，奥谷真由子，福島啓太郎，黒澤秀光，有阪治：中枢浸潤
により甲状腺機能低下症を発症した急性単球性白血病例．第58回日本小児血液・がん学会 
東京　2016,12.

107 新小田雄一，福島啓太郎，加藤陽子，森尚子，大曽根眞也，嘉数真理子，佐野弘純，篠田
邦大，矢野道広，真部淳，足立壮一：本邦における小児がん患者に対する検査・処置時の
鎮静および疼痛管理の現状と課題−JPLSG 施設調査より−．第58回日本小児血液・がん学
会　東京　2016,12.

108 嘉数真理子，福島啓太郎，矢野道広，大曽根眞也，佐野弘純，加藤陽子，新小田
雄一，篠田邦大，真部淳，足立壮一：小児白血病における腫瘍崩壊症候群および 
hyperleukocytosis に対する対応−JPLSG 施設アンケート調査の結果−．第58回日本小児
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血液・がん学会　東京　2016,12.
109 吉原重美：小児と成人の相違点−病因・病態・気道炎症：小児科−．第３回総合アレルギー

講習会　横浜　2016,12.
110 吉原重美：慢性咳嗽−小児の慢性咳嗽−．第３回総合アレルギー講習会　横浜　2016,12.

　【公開講座等】
１　吉原重美：食物アレルギーの対応について．日光市立今市第３小学校　平成28年度食物ア

レルギー対応研修会　日光　2016,４.
２　吉原重美：食物アレルギーの対応について．日光市立今市中学校　平成28年度食物アレル

ギー対応研修会　日光　2016,４.
３　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識と緊急対応について．壬生町立安塚小学校　平成28

年度食物アレルギー対応研修会　壬生　2016,５.
４　吉原重美：子どもの病気について．平成28年度日光市地域子育て支援センター「ママのミ

ニ学習会」　日光　2016,６.
５　吉原重美：保育園における食物アレルギーの現状とその対応．平成28年度壬生寺保育園研

修会　壬生　2016,6.
６　吉原重美：食物アレルギーの理解と緊急時対応について．鹿沼市立北中学校　平成28年度

食物アレルギー対応研修会　鹿沼　2016,６.
７　吉原重美：保育の中での子どもの生活−食育の実践から−．第30回保育を高める研究集会 

宇都宮　2016,７.
８　吉原重美：食物アレルギーの理解と緊急時対応について．鹿沼市立東小学校　平成28年度

食物アレルギー対応研修会　鹿沼　2016,７.
９　吉原重美：学校における食物アレルギーの現状とその対応．栃木市立第５小学校　平成28

年度食物アレルギー対応研修会　栃木　2016,７.
10　吉原重美：学校における食物アレルギーの現状とその対応．下野市学校給食研究会　平成

28年度下野市学校給食関係職員研修会　下野　2016,７.
11　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識と緊急時の対応．平成28年度食物アレルギー対応全

体研修会　宇都宮　2016,８.
12　吉原重美：学校の管理下における食物アレルギーの基礎知識と緊急時の対応について．壬

生町立壬生小学校　平成28年度食物アレルギー対応研修会　壬生　2016,８.
13　吉原重美：学校での食物アレルギーの現状と緊急時の対応．平成28年度食物アレルギー対

応研修会　日光　2016,８.
14　吉原重美：食物アレルギーの基礎知識・アナフィラキシー対応について．鹿沼市立鹿沼東

中学校　平成28年度食物アレルギー校内研修会　鹿沼　2016,９.
15　吉原重美：栃木市児童福祉施設等における食物アレルギー対応について．栃木市保育課主
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催研修会　栃木　2016,９.
16　吉原重美：アレルギーについて．平成28年度日光市地域子育て支援センター「ママのミニ

学習会」　日光　2016,10.
17　吉原重美：管理職が知っておくべき学校における食物アレルギー・アナフィラキシーの現

状とその対応．文部科学省主催　平成28年度学校等におけるアレルギー疾患に対する普及
啓発講習会　宇都宮　2016,11.

18　吉原重美：子どものアレルギー疾患と対応．平成28年度草加市子育て支援講座　草加　
2016,11.

19　福田啓伸：食物アレルギーとアナフィラキシー～エピペンの使い方からロールプレイ～．
食物アレルギー対応に関する研修会　那須塩原　2016,8.

20　福田啓伸：食物アレルギーとアナフィラキシー～エピペンの使い方からロールプレイ～．
現職教育食物アレルギー対応研修会　那須塩原　2016,9.

　【学術賞】
１　手塚昭伍，宮本健志：極型ファロー四徴症　画像 the best image 2016　Aquillion one (心

大血管）部門 2016,12,18


